KUNITANI Tetushi, The Recollection of Beijing: The Postwar Hidden History between Japan and China that Young People Experienced by Iitsuka, Yasushi




























人の共同作業の成果であると言える。その作業は 2018 年 2 月より同年 12 月
 - 2 - 































































人の共同作業の成果であると言える。その作業は 2018 年 2 月より同年 12 月
 - 2 - 











































る。さらに党史によれば、自由日本放送は 52 年 5 月 1 日から開始され 55 年








かれたのである。なお、『週刊朝日』（1980 年 10 月 24 日）の記事では、1958
年 4 月から 7 月までの引揚げ者総数 2153 人、その約 7 割が党学校関係者で
あり、総数 1500 人としている。また、同年 7 月の引揚船最終便には、日本




学校については、『サンデー毎日特別号』（1961 年 3 月）や『週刊朝日』（1980
年 10 月 24 日）でも詳しく報道されているが、当事者による回想は少ない。
ただ、東京大学を卒業直後、密出国して党学校で助教となった犬丸義一は、
歴史家の責務を感じてか、自分の出国の経緯や党学校での体験について、晩















1950 年 12 月に将校などが太原戦犯管理所に移管され、一般兵士や下級将校



















「マルクス・レーニン主義学院第 2 分院」と呼び、第 1 分院は東南アジア各
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48 年 11 月には瀋陽に転属し、東北人民政府工業部日本人従業員科長となり、
49 年 2 月には鞍山鋼鉄公司に転属。50 年には、東北人民政府日本人管理委
員会の宣伝局科長となり、「民主新聞社」の副社長を兼務。53 年以降は、中
－77－
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るが、この人物が 67 年の国谷氏の帰国以後どのような人生を歩んだのかに
ついては、国谷氏は全く不明であるとしており、謎として残る。 
国谷氏は 1959 年 9 月に中国人民大学に入学し、65 年 7 月に同大学を卒業
した。当時の人民大学は 5年制であったが、氏は病気のために1年間休学し、
















1965 年 8 月に国谷氏は、日本共産党の北京代表として派遣されてきた砂
間一良
いちろう






年 11 月 5 日）。こうして、文革及び毛沢東路線を支持して北京に残った日本



























事情』より探る― 」（大阪経済大学日本経済史研究所『経済史研究』第 20 号、
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・「北京で暴力沙汰 紅衛兵運動 日本の留学生分裂 日共支持派つぎつぎ
帰国」（『毎日新聞』1966 年 11 月 5 日、夕刊 6 面） 
・国谷哲資「反中国・反革命の陰謀 砂間、紺野の罪状 国谷氏元砂間の「秘
書」が暴露」（『長周新聞』1967 年 8 月 20 日、1 面・2 面） 
・思想運動研究所編『日本共産党本部：ここで何が行われているか』（全貌社、
 - 12 - 
1967 年） 
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・小林峻一・加藤昭『闇の男 野坂参三の百年』（文藝春秋、1993 年） 
・小島優編『日中両党会談始末記―共同コミュニケはどうして破棄されたか













貌」（『サンデー毎日特別号』1961 年 3 月） 
・「1500 人を擁したもう一つの『北京機関』の知られざる実態」（『週刊朝日』
1980 年 10 月 24 日） 
・犬丸義一「私の戦後と歴史学」（『年報日本現代史』第 8 号、2002 年） 
・小林陽吉「父親十二 生活的別一面」2006 年 7 月 28 日 
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・山下正男・仙波藤呉・小俣佐夫郎・前田光繁「座談会 永年・西陵で暮ら
して」（季刊『中帰連』45 号、2009 年 1 月） 
・「歴史家、犬丸義一会員に聞く―中国密航から文化大革命まで―」（『アジア・
アフリカ研究』第 396 号、2010 年 4 月） 
・「永年収容所での日々 中国での体験を通して～前畑信男さんインタビュ
ー」（季刊『中帰連』54 号、2014 年 4 月） 
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